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市民の皆さんに
役立つさまざまな
情報をお知らせ
　　します。　

催　

し

16広報にしわき　平成25年8月号広報にしわき　平成25年8月号

　　
ダ
ン
ス
講
座
生
募
集（
初
心
者
）

　
▼
と
き　

9
月
21
日（
土
）〜
12
月

7
日（
土
）
全
10
回
、
午
後
2
時

〜
4
時
▼
と
こ
ろ　

総
合
市
民
セ

ン
タ
ー
研
修
棟
・
視
聴
覚
室
▼
講

師　

S
t
u
d
i
o 

B
e
吉
田

海
土
哩
先
生
▼
内
容　

ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
▼
対
象　

中
学
１
年
生
〜
高

校
3
年
生
（
市
内
在
住
か
在
学
）

▼
募
集
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

3
，0
0
0
円
（
初

日
に
集
金
し
ま
す
）
▼
申
込
み
・

問
合
せ　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
中

央
公
民
館（
☎
22‐5
9
9
6
）

　　
兵
庫
県
北
播
磨
地
域
健
康
大
学
講
座

　
　
　

地
域
の
皆
さ
ん
に
健
康
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
習
得
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
西
脇
市
多
可
郡
医

師
会
が
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
3
日（
木
）〜
11
月

21
日（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
（
全
8
回
）
▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

ほ
か
▼
募
集
人
数　

1
0
0
名
▼

受
講
料　

無
料
▼
申
込
締
切　

8

月
30
日（
金
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ　

西
脇
市
多
可
郡
医
師
会
（
☎

23‐3
4
0
2
）

　　
兵
庫
教
育
大
学
連
携
講
座

　
「
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
新
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
」

　 
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
放
射
線

の
基
礎
、
そ
れ
に
代
わ
り
う
る
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
や
課
題
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
14
日（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ

ア
ピ
カ
ホ
ー
ル
▼
講
師　

兵
庫
教

育
大
学
大
学
院　

庭
瀬
敬
右
教
授

▼
受
講
料　

無
料
▼
募
集
定
員　

1
5
0
名
▼
申
込
締
切　

9
月
4

日（
水
）
▼
申
込
方
法　

市
役
所

な
ど
に
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
ま
で
持

参
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
付

可
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

企
画
政

策
課
（
市
役
所
内
線
2
2
6
／　

22‐1
0
1
4
）

　　
も
の
づ
く
り
大
学
校
短
期

　
（
６
ヶ
月
）コ
ー
ス
後
期
生
募
集

　
▼
募
集　

Ｃ
Ａ
Ｄ
コ
ー
ス
・
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
（
各
定
員
20

名
）
▼
対
象　

求
職
中
の
方
▼
訓

練
期
間　

10
月
10
日（
木
）〜
平
成

26
年
3
月
12
日（
水
）
▼
授
業
料

無
料
（
教
科
書
代
等
実
費
負
担
あ

り
）
▼
出
願
期
間　

8
月
12
日

（
月
）〜
9
月
9
日（
月
）
▼
選
考

日　

9
月
13
日（
金
）
▼
選
考
内

容　

学
力
試
験
（
国
語
・
数
学
）、

面
接
試
験
▼
施
設
見
学
説
明
会　

8
月
2
日（
金
）・
20
日（
火
）、
9

月
2
日（
月
）
▼
問
合
せ　

兵
庫

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校
（
☎
0

7
9‐2
4
0‐7
0
7
7
）

  　
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進
事
業

（
助
成
金
）の
募
集（
第
３
期
分
）

　 

県
民
グ
ル
ー
プ
、
民
間
団
体
な

ど
が
「
伝
え
る
」「
備
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
震
災
の
経
験
と
教
訓

を
発
信
し
、
日
々
の
生
活
の
中
で

減
災
に
取
り
組
む
「
災
害
文
化
」

の
定
着
に
貢
献
す
る
事
業
を
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
事
業　

震
災
で
学

ん
だ
教
訓
の
継
承
、
災
害
へ
の
備

え
や
対
応
に
つ
い
て
の
実
践
、
復

興
の
復
興
の
過
程
で
積
み
上
げ
た

経
験
の
継
承
や
発
信
な
ど
の
目
的

で
県
内
で
実
施
さ
れ
る
講
演
会
、

防
災
訓
練
な
ど
▼
助
成
額　

地
域

事
業
2
〜
50
万
円
▽
全
県
事
業
5

〜
1
0
0
万
円
▼
対
象
期
間　

11

月
1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
の

間
に
開
始
さ
れ
完
了
す
る
事
業
▼

募
集
期
間　

8
月
19
日（
月
）〜
9

月
6
日（
金
）
▼
問
合
せ　

ひ
ょ

う
ご
安
全
の
日
推
進
県
民
会
議
事

務
局
（
兵
庫
県
復
興
支
援
課
内
／

☎
0
7
8‐3
6
2‐9
9
8
4
）

　　
北
は
り
ま
消
防
組
合
消
防
職
員

　
募
集
（
平
成
26
年
４
月
採
用
）

　　

災
害
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
情
熱
の
あ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

消
防
職
10
名
▼
試

験
案
内
等
配
布
場
所　

北
は
り
ま

消
防
組
本
部
お
よ
び
各
消
防
署
▼

受
付
期
間　

8
月
1
日（
木
）〜
14

日（
水
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
、
北
は
り
ま
消
防
本
部

消
防
部
総
務
課
ま
で
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）
▼
一
次
試
験　

9
月

22
日（
日
）
午
前
8
時
30
分
〜
西

脇
消
防
署
に
て
筆
記
試
験
お
よ
び

体
力
検
定
▼
そ
の
他　

詳
細
は
北

は
り
ま
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ　

北

は
り
ま
消
防
本
部
消
防
部
総
務
課

（
☎
48‐3
1
1
5
）

　　
警
察
官
募
集

　
　▼
受
付
期
間　

郵
送
の
場
合
は
8

月
23
日（
金
）ま
で
（
消
印
有
効
）

▽
持
参
の
場
合
は
8
月
29
日（
木
）

ま
で
▼
第
一
次
試
験　

9
月
22
日

（
日
）
▼
受
験
資
格
等　

兵
庫
県

警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ　

西
脇
警
察
署

（
☎
22‐0
1
1
0
）

　　
染
め
形
紙
展

　
　▼
と
き　

8
月
２
日（
金
）〜
30
日

（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
6
時
▼
と

こ
ろ　

旧
来
住
家
住
宅
（
入
場
無

料
）
▼
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
▼
問
合

せ　

西
脇
Ｔ
Ｍ
Ｏ
推
進
室（
☎
23

‐9
1
1
9
）

　　
第
17
回
「
リ
ト
ル
ピ
ア
ニ
ス
ト

　
の
大
っ
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
」

　　

小
学
１
年
生
か
ら
中
学
3
年
生

ま
で
の
60
人
の
リ
ト
ル
ピ
ア
ニ
ス

ト
た
ち
が
出
演
し
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
24
日（
土
）
▽
午

前
の
部　

午
前
10
時
開
演
▽
午
後

の
部　

午
後
1
時
30
分
開
演
▼
入

場
料　

無
料
▼
問
合
せ　

ア
ピ
カ

ホ
ー
ル（
☎
23‐9
0
0
0
）

　　
平
成
25
年
度
西
脇
市
平
和
展

　
▼
と
き　

8
月
1
日（
木
）〜
15
日

（
木
）
▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

▼
テ
ー
マ　
「
身
近
な
戦
争
〜
戦

時
中
の
西
脇
市
の
風
景
〜
」
展
▼

内
容　

戦
時
中
の
西
脇
市
の
写
真

パ
ネ
ル
や
日
用
品
な
ど
の
展
示

▼
問
合
せ　

企
画
政
策
課
（
市
役

所
内
線
2
2
5
）

※おめでた・おくやみは、保護者・世帯主の了解をいただいたお名前などを掲載しています。

◆とき　８月10日（土）・11日（日）
◆ところ　日本へそ公園（10日）
　　　　　総合市民センター周辺（11日）
◆内容
○10日（土）
　地元小・中学生による踊りや演奏、まつりの始
まりを告げる採火式などの「へそイベント」を
行います。また、まつりの開催を祝して1,700
発の花火を打ち上げます。

○11日（日）
　播州織の振興を祈願する「織物感謝祭」のほか、
恒例の踊りのイベント「加杉野おどり」や「播
州織ファッションショー」、市内外から参加者
を募って開催する「好まち、我がまち市」、「へ
そのミュージックフェスタ」など、多彩なイベ
ントを行います。

◆問合せ　へその西脇・織物まつり実行委員会事
務局（商工労政課内／市役所内線542）

募　

集

第８回へその西脇・織物まつり

◆とき　８月16日（金）
　　　　午後７時～９時30分
◆ところ　黒田庄グラウンド
◆内容　恒例の盆踊りや屋台も多数出店されます。
①福引
　先着1,800名に福引番号が記入された抽選用う
ちわ（無料）を配布します。うちわは午後７時
から会場で配布。特産の黒田庄和牛ほか豪華景
品が当たります。

②花火
　午後９時から約400発の花火を打ち上げます。
◆駐車場等　夏祭り当日は、楠丘小学校や桜丘小
学校等に臨時駐車場を設け、会場までの送迎を
行います。詳細は下記までお問い合わせくださ
い。

◆問合せ　西脇市コミュニティセンター黒田庄地
区会館（☎28-2121）※毎週月曜日休館

第36回にしわき市・黒田庄夏祭り
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くらしの情報
Information

　特別警報は、「東日本大震災」における津波や、「平成
23年台風第12号」による豪雨、「伊勢湾台風」による高
潮のような、警報の発表基準をはるかに超える異常な現
象が予想され、重大な災害が起こるおそれが著しく大き
い場合に発表されます。
特別警報が発表されたら
・経験したことのないような激しい豪雨や暴風など異常
な気象現象が起きそうな状況です。ただちに命を守る
行動をとってください。
・周囲の状況や市町村から発表される避難勧告等の情報
に留意し、ただちに避難所へ避難するか、すでに外出
することが危険な状態のときは、無理をせず家の中の
より安全な場所にとどまってください。
・この数十年間災害の経験がない地域でも、災害の可能
性が高まっています。油断しないでください。
　特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認くだ
さい。
◆問合せ　神戸海洋気象台業務課（☎078-222-8907）

気象庁が８月から『特別警報』の発表を開始
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〔１か月の自己負担限度額〕

※①国民健康保険税の算定基礎となる基礎控除後の所得金額が600万円を超える世帯
※②過去12カ月間に、ひとつの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額
　（注）所得を申告されていないと上位所得者として判定されますので、ご注意ください。

83,400円

44,400円

24,600円

上位所得者 ※①

一　　　　般

住民税非課税世帯

150,000円
＋（医療費－500,000円）×1％
80,100円
＋（医療費－267,000円）×1％

35,400円

Ａ

Ｂ

Ｃ

４回目以降の
限度額　※②

適用
区分 ３回目までの限度額所得区分

◆上記事業の問合せは　長寿福祉課（市役所内線369）まで 

内　　容対　　象　　者事業名
家事援助（買い物、洗濯など）や相談（生活、身上、介護など）に
ホームヘルパーを派遣
【回数】１回につき１時間30分以内／１週間に２日まで
【派遣期間】派遣開始日から１年以内
【利用者負担】ヘルパー派遣時間45分までは200円、45分を超過
　する場合は超過する15分までごとに50円を加えた額を負担
【所得要件】市民税の所得割非課税世帯
部屋の整理整頓などの家屋内での日常生活の援助
【利用回数】年１回、延べ８時間まで
【利用者負担】１時間当たり200円
【所得要件】市民税の所得割非課税世帯
紙おむつ・尿とりパッド・使い捨て手袋のうち必要な介護用品を宅配
【給付対象用品】紙おむつ・尿とりパッド（毎月）、使い捨て手袋
（隔月）
【所得要件】市民税の所得割非課税世帯
【給付品目】電磁調理器、火災警報器
【所得要件】
　電磁調理器：市民税の所得割非課税世帯
　火災警報器：課税対象収入額が老齢福祉年金相当額以下

緊急通報装置を貸与し、24時間体制のコールセンターで通報を受
け、救急車の要請や健康相談への助言などを行う。コールセンタ
ーから定期的な安否確認も実施
【費用】無料
安心して暮らせるように住まいの改造をする場合に、その費用を助成
【対象工事】和式便器から洋式便器（腰かけ便器）への取替え、
　手すりの取り付け、段差の解消など
※全面改築・新築は対象外
【助成基準額】１世帯当たり100万円（介護保険による住宅改修費
　を含み、改造箇所ごとに基準額あり）
【助成率】所得税非課税世帯で、市民税の課税状況により10/10
　から1/3まで

居宅での見守り、話し相手、散歩などの外出の付き添い、趣味
の手伝いなどの援助にホームヘルパーを派遣
【回数】１回につき２時間以内／１週間に２日まで
【利用者負担】ヘルパー派遣時間30分までは300円、30分を超過
　する場合は超過する30分までごとに300円を加えた額を負担

介護保険の要介護認定で「自立」
となったひとり暮らし高齢者や高
齢者世帯
※所得制限あり

65歳以上のひとり暮らし世帯で介護
保険の要介護１以上に認定された方
※所得制限あり

在宅で介護保険の要介護認定４・
５（相当）と認定された方
※所得制限あり

心身機能の低下に伴い、防火等の
配慮が必要な寝たきりの高齢者・
ひとり暮らし高齢者
※所得制限あり
介護保険の訪問介護サービスを継
続利用している認知症高齢者

在宅のひとり暮らし高齢者や高齢
者のみの世帯で、心臓疾患などの
疾病の不安がある方

介護保険の要介護（支援）認定を
受けた方、身体障害者手帳１・２
級の方で生涯にわたり自宅での生
活を希望する方
※所得制限あり

高齢者家庭支援
訪問介護サービス
事業

軽度日常生活
援助事業

家族介護用品
給付事業

高齢者日常生活
用具給付事業

認知症家庭支援
訪問介護事業

安心コールセン
ターサービス事業

高齢者等住宅改造
助成事業

◆上記事業の問合せは　社会福祉協議会（☎22-5400）または長寿福祉課（市役所内線369）まで

内　　容対　　象　　者事業名
理容師が自宅へ出張サービスした際の派遣費用相当額を市が負担
【利用回数】年２回まで
【利用者負担】理容料金は利用者負担"
一般乗用タクシーまたはリフト付タクシーの初乗料金（基本料金）を助成
【利用枚数】年24枚（１月当たり２枚）
【利用券の有効期間】８月１日～翌年の７月31日
【所得要件】市民税の所得割非課税世帯

一般乗用タクシーまたはリフト付タクシーの初乗料金（基本料金）を助成
【利用枚数】年48枚（１月当たり４枚）
【利用券の有効期間】８月１日～翌年の７月31日
【所得要件】特別児童扶養手当の所得制限額未満

自宅で寝たきりの高齢者等で、理
容店・美容店でサービスを受ける
ことが困難な方
８月１日現在において満80歳以上
の高齢者
※該当者には社会福祉協議会から
　申請書を送付
※所得制限あり
障害者手帳をお持ちの方、又は、
介護保険の要介護認定を受けた方
で車いすやストレッチャーなどを
常時利用されている方
※該当者には社会福祉協議会から
　申請書を送付
※所得制限あり

訪問理容サービス
事業

高齢者移動支援
事業
（福祉タクシー）

障害者移動支援
事業
（福祉タクシー）

　８月19日から９月20日まで、県道西脇篠山線の丹波
市山南町阿草で舗装修繕工事が行われます。工事期間
中は、終日全面通行止めになります。ご迷惑をおかけ
しますが、県道上鴨川西脇線または篠山山南線へ迂回
するなど、ご協力をお願いします。

県道西脇篠山線「終日通行止め」のお知らせ

ス
ポ
ー
ツ

税

18広報にしわき　平成25年8月号広報にしわき　平成25年8月号

　　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

　　

8
月
1
日
は
限
度
額
適
用
認
定

証
の
更
新
日
で
す
。
国
民
健
康
保

険
加
入
の
70
歳
未
満
の
方
で
、
入

院
中
ま
た
は
入
院
予
定
の
方
、
通

院
で
医
療
費
が
高
額
に
な
る
方
は
、

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
（
認
定
証
）」
の
申
請
（
更

新
）
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
保
険
証
と
一

緒
に
認
定
証
を
提
示
す
る
と
、
１

ヵ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

左
表
の
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す

（
入
院
時
の
食
事
代
や
部
屋
代
な

ど
の
負
担
は
生
じ
ま
す
）。
医
療

機
関
で
認
定
証
を
提
示
せ
ず
医
療

費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
後
で
高

額
療
養
費
の
申
請
を
す
る
こ
と
で

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
要
件　

70
歳
未
満
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
で
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
（
福
祉

医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
も

申
請
が
必
要
）
▼
申
請
に
必
要
な

も
の　

国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て

　

国
保
加
入
者
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
場
合
は
、
入
院
時
の
医
療

費
と
合
わ
せ
て
食
事
代
が
減
額
で

き
る
「
限
度
額
適
用
･
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証（
減
額
認
定
証
）」

を
交
付
し
ま
す
（
申
請
手
続
き
が

必
要
）。
減
額
認
定
証
は
、
申
請

月
の
初
日
か
ら
有
効
で
す
が
、
退

院
後
で
は
医
療
機
関
で
の
取
り
扱

い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
す
で
に
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
は
7
月
31
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
非
自
発
的
失
業
者
と
し
て
軽
減

を
受
け
て
い
る
方
は
、
自
己
負

担
限
度
額
の
区
分
が
変
更
に
な

り
、
食
事
代
が
減
額
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

市
民
課
保
険
担
当

（
市
役
所
内
線
2
5
3
･
2
5
4
）

　　

夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

　
▼
と
き　

午
前
8
時
30
分
〜
午
前

9
時
30
分
（
各
コ
ー
ス
と
も
4
日

間
）
▼
と
こ
ろ　

天
神
池
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
▼
コ
ー
ス　

Ｃ
コ
ー

ス
（
３
歳
〜
小
学
１
年
生
。
定
員

30
名
）
8
月
6
日（
火
）〜
9
日

（
金
）
▽
Ｄ
コ
ー
ス
（
小
学
生
〜

中
学
生
。
定
員
40
名
）
8
月
20
日

（
火
）〜
23
日
（
金
） 

▼
参
加
料　

3
，0
0
0
円
▼
申
込
方
法　

申

込
書
と
参
加
料
を
添
え
て
左
記
ま

で
。
各
コ
ー
ス
の
前
々
日
ま
で
受

付
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

天
神
池

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
☎
22‐0
0

7
2
）

　　

個
人
事
業
税
の
納
税

　　

個
人
事
業
税
は
、
所
得
税
、
住

民
税
と
は
別
に
個
人
で
事
業
を
行

う
方
に
か
か
る
税
で
す
。
第
１
期

分
の
納
期
限
は
9
月
2
日（
月
）で

す
の
で
、
最
寄
り
の
銀
行
・
郵
便

局
等
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
納
税
に
は
便
利

な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ　

加
東
県
税
事
務
所

（
☎
42‐5
1
1
1
）

　　
加
古
川
年
金
事
務
所
の

　
出
張
年
金
相
談

　
▼
相
談
日　

8
月
27
日（
火
）午
前

10
時
30
分
〜
午
後
2
時
▼
と
こ
ろ

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
1
階
視
聴
覚

室
▼
受
付
期
間　

8
月
1
日（
木
）

〜
22
日（
木
）午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時（
事
前
予
約
制
、
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
▼
受
付
定
員　

14

名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）
▼

相
談
内
容　

年
金
相
談
、
年
金
請

求
手
続
き
。
代
理
相
談
に
は
委
任

状
が
必
要
。
請
求
手
続
き
は
事
前

に
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
▼
持
参
物　

年
金
手
帳
、

障
害
者
手
帳
、
印
鑑
な
ど
▼
そ
の

他　

車
で
ご
来
場
の
際
は
総
合
市

民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

加

古
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
0
7
9‐4
2
7‐4
7
4
3
）

　　
追
納
で
将
来
の
年
金
を
増
額

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
納
付
）・
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、
保

険
料
を
全
額
納
め
た
時
よ
り
も
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
将
来
受
け

取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る

た
め
に
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
追
納

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
免
除
等
の

承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

追
納
申
込
書
を
年

金
事
務
所
へ
送
付
す
る
と
追
納
用

納
付
書
が
郵
便
で
届
き
ま
す
（
申

込
書
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
印
刷
す
る
か
、
市
民
課
年
金

担
当
で
お
渡
し
し
ま
す
）
▼
申
込

み　

加
古
川
年
金
事
務
所
（
〒
6

7
5‐0
0
3
1
加
古
川
市
加
古

川
町
北
在
家
2
6
0
2
）
▼
問
合

せ　

市
民
課
年
金
担
当（
市
役
所

内
線
2
5
0
・
2
5
1
）

郷
土
資
料
館
の
寄
贈
者

　
　
　
　
　
（
6
月
受
付
分
）

・
宮
崎
真
紀
雄
さ
ん
（
黒
田
庄 

　

町
喜
多
）
カ
メ
ラ
ほ
か
8
点

　

▼
問
合
せ　

郷
土
資
料
館

　
（
☎
23‐5
9
9
2
）

19

年　

金

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし、できるだけ自立した生活が続けられ
るよう支援するための事業を行っています。

８月は電気使用安全月間
　夏場は電気事故が多く
発生します。日ごろから
電気の安全な使用を心が
けましょう。
◆問合せ　関西電気保安
　協会加東営業所
　（☎48-5523）

高齢者にご利用いただける福祉サービス８
月
は
「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
市
民
運
動
」
推
進
強
調
月
間
。
市
内
各
地
で
月
間
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課
人
権
室
・
教
委
人
権
教
育
室
（
市
役
所
内
線
５
２
０
）

国
民
健
康
保
険
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対　象　者 場　　所実施日時行　 事　 名

○8月1日～9月3日分健康づくりセンター行事予定健康づくりセンター行事予定健康づくりセンター行事予定

母子健康手帳の交付

3 か 月 児 健 診

1歳6か月児健診

3 歳 児 健 診

10か月児乳児相談

離 乳 食 教 室

健 康 相 談

こ こ ろ の 相 談

歯 科 訪 問

25年 4 月生

25年 5 月生

24年 1 月生

22年 7 月生

24年10月生 

希 望 者

希 望 者

健康づくりセンター
に申込みが必要

歯科医院に通院困難な方
健康づくりセンターに（　　申込みが必要　　）

   8:30～17:15

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

   9:30～11:00

13:30～15:30

   9:30～11:00

13:30～17:00

13:30～15:00

月～金曜日（祝日を除く）

　8月　6日(火)

　9月　3日(火)

　8月28日(水)

　8月23日(金)

　8月　8日(木)

　8月19日(月)

毎週水曜日(祝日を除く)

　8月16日(金)

　8月21日(水)

健康づくりセンター

自　　　宅

健　
　

康

20広報にしわき　平成25年8月号広報にしわき　平成25年8月号

　　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　　

近
畿
税
理
士
会
西
脇
支
部
の
税

理
士
が
、
税
に
関
す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。 

▼
と
き　

8
月
8
日（
木
）午
後
１

時
〜
4
時
▼
と
こ
ろ　

市
役
所
１

階
第
3
会
議
室
▼
問
合
せ 

近
畿

税
理
士
会
西
脇
支
部
（
☎
32‐2
5

4
0
）

　　
母
子
家
庭
等
特
別
相
談（
巡
回
）

　　

母
子
専
門
相
談
員
（
弁
護
士
）

に
よ
る
東
・
北
播
磨
管
内
巡
回
相

談
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
相
談
日　

10
月
３

日（
木
）明
石
市
▽
11
月
7
日（
木
）

三
田
市
▽
平
成
26
年
2
月
6
日（
木
）

三
木
市
▼
対
象　

母
子
、
父
子
、

寡
婦
▼
申
込
締
切　

相
談
日
の
10

日
前
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

児
童

福
祉
課
（
市
役
所
内
線
2
6
1
）

　　
母
子
家
庭
等
特
別
相
談

　 

兵
庫
県
で
は
弁
護
士
に
よ
る
電

話
・
面
接
の
常
設
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
西
脇
市
を
通

し
て
行
い
ま
す
の
で
、
法
的
な
相

談
内
容
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

児
童
福
祉

課
（
市
役
所
内
線
2
6
1
）

　　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
ご
相
談
を

　 

保
健
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
、
社
会
福
祉
士
な
ど
が
常
駐
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
ご
自
身
や
ご

家
族
、
近
隣
に
暮
ら
す
方
の
介
護

に
関
す
る
悩
み
や
心
配
ご
と
、
虐

待
・
認
知
症
、
福
祉
・
医
療
・
健

康
・
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
長
寿
福
祉
課
内
／
市
役
所

内
線
3
6
8
）

　
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
／
児
童

　
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用

　
除
外
事
由
届

　 

毎
年
8
月
は
、
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
月
で
す
。
受
給
か

ら
5
年
を
経
過
す
る
な
ど
の
用
件

に
該
当
す
る
方
は
、「
児
童
扶
養

手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事

由
届
出
書
」
も
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象

者
に
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
の
で
、

期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
な
い
と
、
8
月
以
降
の

手
当
が
停
止
や
減
額
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
は

▼
対
象　

父
ま
た
は
母
と
生
計
が

　　
特
定
健
診・健
康
診
査

　 

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
の

方
は
、
特
定
健
診
が
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
検
査

項
目
に
腎
機
能
検
査
（
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
・
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値
・
尿
酸
）、

貧
血
、
尿
潜
血
の
検
査
項
目
を
追

加
し
ま
し
た
。
病
気
の
早
期
発
見

と
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、
積

極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
受
診
に
必
要
な
も
の　

特
定
健

康
診
査
ま
た
は
健
康
診
査
受
診
券

（
対
象
者
へ
郵
送
）、
保
険
証
▼
受

診
方
法　

▽
町
ぐ
る
み
健
診　

9

月
26
日（
木
）〜
30
日（
月
）に
市
民

会
館
で
実
施
。
肺
、
胃
、
大
腸
が

ん
検
診
等
も
同
時
に
受
診
で
き
ま

す
。
予
約
は
健
康
課
へ
▽
個
別
健

診　

平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
。

予
約
は
実
施
医
療
機
関
へ
▽
人
間

ド
ッ
ク　

平
成
26
年
3
月
31
日
ま

で
。
予
約
は
西
脇
病
院
ま
た
は
大

山
病
院
へ
（
ド
ッ
ク
の
助
成
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。
予
約
後
、
市
民

課
5
番
・
6
番
窓
口
で
申
請
）
▼

そ
の
他　

特
定
健
診
未
受
診
の
方

に
、
8
月
上
旬
ま
で
、
保
健
師
か

ら
お
電
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
▼
問
合
せ　

市
民

課
保
険
担
当
（
市
役
所
内
線
2
5

3
・
2
5
4
）

　　
子
宮
が
ん
検
診・乳
が
ん
検
診

　 

市
内
指
定
医
療
機
関
で
、
子
宮

が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
検
診
予
約
は
混
雑
し
ま

す
。
夏
季
の
検
診
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。
申
し
込
み
が
ま
だ
の
方

は
、
健
康
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お

持
ち
の
方
は
申
し
込
み
不
要
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
課

（
市
役
所
内
線
3
6
0
）

　　
歯
科
医
師
が
訪
問
し
ま
す

　 

寝
た
き
り
な
ど
で
、
外
出
が
難

し
く
、
歯
科
の
こ
と
で
困
っ
て
お

ら
れ
る
方
の
家
に
、
歯
科
医
師
等

相　
　

談

子
育
て

が
訪
問
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
口
の
中
が

痛
い
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
…
だ

け
ど
歯
医
者
さ
ん
に
行
く
の
が
大

変
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
口
の
中
の
清
掃
や
入
れ
歯

の
手
入
れ
な
ど
、
介
護
の
仕
方
も

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

8
月
21
日（
水
）
藤

本
和
也
先
生
▽
9
月
18
日（
水
）

村
井
裕
樹
先
生
▽
10
月
16
日

（
水
）
村
上
昌
央
先
生
▼
料
金　

無
料
▼
問
合
せ　

健
康
課
（
市
役

所
内
線
3
6
0
）
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あなたの街のパソコン教室
パソコンじゅく西脇教室

西脇市市原町166
�0795-25-2151

お仕事をお探しの方へ!!
求職者支援訓練生募集

訓練説明会
開塾16年 基礎コース　訓練番号 4-25-28-01-00-0032

食中毒にご注意を
　 
　調理前や食事前の手洗い、まな板・包丁などの洗
浄・消毒をしっかりやりましょう。生肉は十分に加
熱してから食べましょう。
◆問合せ
　加東健康福祉事務所（☎42-9370）
　北播磨食品衛生協会（☎050-7575-8590）

熱中症を予防しましょう
　 
・こまめに水分・塩分を補給しましょう
・エアコンや扇風機を使って室温を調節しましょう
・通気性のよい吸湿・速乾の衣服を着用しましょう
・冷たいタオル、氷、保冷剤などを利用して体を冷
やしましょう
・外出時には日傘や帽子を着用し、こまめに休憩し
ましょう
◆問合せ　健康課（市役所内線356・360）

戦没者、犠牲者の追悼と平和祈念の黙とう　
　戦没者た犠牲者の冥福を祈るとともに、世界の恒久
平和を祈りましょう。
　■広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式
　　８月６日（火）午前８時15分
　■長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典
　　８月９日（金）午前11時２分
　■全国戦没者追悼式　８月15日（木）正午

別
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

（
父
子
・
母
子
・
養
育
家
庭
の

方
）
▽
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
場
合
▼
手
当
額
（
児
童

１
人
の
場
合
）　

月
額
4
1
，4
3

0
円
〜
9
，7
8
0
円
▼
問
合
せ

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
内
線
3
3

7
）

　　
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

　　

毎
年
8
月
は
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
状
況
届
の
提
出
月
で
す
。

対
象
者
に
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す

の
で
、
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
と
8
月
以

降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

▼
対
象　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障

害
が
あ
る
児
童
を
監
護
す
る
父
も

し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
▼
手
当
額（
児
童
１
人
に
つ
き
）

重
度
障
害
の
場
合
は
月
額
5
0
，

4
0
0
円
、
中
度
障
害
の
場
合
は

月
額
3
3
，5
7
0
円
▼
問
合
せ

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
内
線
3
7

5
）

■集合税（市県民税・固定資産税）　第３期分
■国民健康保険税　　　　　　　　　第３期分

＊納付書で9月2日（月）までに納付してください。口座振替
お申込み済みの方は、9月2日（月）にお申し込み口座から
振り替えます。口座振替のお申し込みは、市内金融機関、
ゆうちょ銀行・郵便局、市税務課窓口で受け付けています。

税の納期限（９月２日）

受講料　負担なし
教材費¥10,080

8月8日募集締切
・日時：平成25年7月22日（月）　午前10時より12時まで
・場所：ハローワーク西脇　１階会議室
・申込：不要です。当日、直接お越しください
　詳細は当塾またはハローワーク西脇(℡0795-22-3181)

応募者が定員の半数に満たない場合
中止となることがあります

平成25年9月13日～平成25年12月12日　3ヶ月間（53日）訓練
選考日／8月19日（月）　選考結果通知日／8月23日（金）
一定の要件に該当すれば、職業訓練受講給付金が支給されます。
お申込希望の方は、ハローワークにて必ずご相談ください。



くらしの情報　西脇市役所☎22-3111㈹

市役所 市民相談室

生涯学習まちづくりセンター

総合福祉センター

総合福祉センター

市役所 児童福祉課

障害者地域活動支援センター

総合福祉センター

ワークホームタンポポ

市役所 市民相談室

青少年センター教育相談室

市役所 児童福祉課

市役所 生活環境課
（消費生活センター）

市役所 児童福祉課

①地域包括支援センター
②在宅介護支援センター

毎月第2・4金曜日
午後1時～4時30分
毎月第3火曜日
午後1時～3時
毎月第1・3水曜日
午後1時30分～4時
毎週月曜日
午後1時～4時
毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時
毎週月～金曜日
午前9時～午後5時
毎週火・金曜日
午後2時～4時
毎週火・金曜日
午後1時～3時
毎月第3金曜日
午前10時～正午
毎週木曜日
午前9時30分～午後4時30分
毎週月～金曜日
午前8時30分～午後4時

毎週月・水・木曜日
午前10時～午後4時

毎週月・水・金曜日
午前8時30分～午後4時

相談日、時間は施設により
異なります。

法律に関する相談。希望者は秘書広報課（内線207）へ予約が必要。
担当：弁護士
国の行政が行っている仕事などについての苦情や意見、要望など。
担当：行政相談委員　問合せ：秘書広報課（内線207）
人権の保護、プライバシーの侵害。
担当：人権擁護委員　問合せ：まちづくり課人権室（内線520）
家庭内のもめごとや悩みごとなど。　担当：民生委員・児童委員
問合せ：社会福祉協議会（☎22-5400）
配偶者やパートナーからの暴力などに関する相談。
問合せ：児童福祉課（内線261・337）
障害者やその家族を対象にした相談。　担当：相談支援専門員
問合せ：障害者相談支援センター　うぃーぶねっと（☎28-4433）
身体障害者福祉全般。
担当：身体障害者相談員　問合せ：身体障害者福祉協会（☎22-2727）
知的障害（児）者やその家族を対象にした相談。
担当：専門指導相談員　問合せ：ワークホームタンポポ（☎22-8149）
農地申請、農業者年金の手続き、農地紛争など。
担当：市農業委員　問合せ：農業委員会（内線326）
教育に関する悩みごと教育全般。　担当：カウンセラー
問合せ：青少年センター（☎22-8080）
幼児、児童、生徒についての心配ごとや悩みなど。
担当：家庭児童相談員　問合せ：児童福祉課（内線341）
契約・借金の返済などによるトラブル（予約者を優先します）。
担当：市消費生活相談員　問合せ：生活環境課（内線394）
※金曜日：多可町消費生活センター（生活安全課内）が利用できます。
母子・父子家庭等の悩みや相談ごとなど。
担当：市母子自立支援員　問合せ：児童福祉課（内線261・337）
高齢者の生活や介護に関する相談。　問合せ：次の各施設
①市役所地域包括支援センター（内線351）・②各在宅介護支援センター
◆みぎわ園（☎22-9000）・楽寿園（☎23-7700）・向陽苑（☎28-3293）
　オンベリーコ（☎25-0020）・西脇市社会福祉協議会（☎23-9122）

法 律 相 談

行 政 相 談

人 権 相 談

心 配 ご と 相 談

ＤＶ被 害 者 相 談

障 害 者 相 談

身体障害者相談

知的障害（児）者相談

農 家 相 談

教 育 相 談

家 庭 児 童 相 談
 
消 費 生 活 相 談多 重 債 務 　 　
 
母子・父子等相談

在 宅 介 護 相 談

相談内容 場　　　所 相　談　日 内　　　　容

編集室から

22広報にしわき　平成25年8月号広報にしわき　平成25年8月号

　　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効

　
期
限
の
確
認
を

　　

平
成
15
年
8
月
か
ら
運
用
を
開

始
し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が

8
月
で
10
年
を
迎
え
、
順
次
10
年

間
の
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま

す
。

▼
留
意
事
項　

期
限
切
れ
の
カ
ー

ド
は
身
分
証
明
書
と
し
て
の
効
力

を
失
い
ま
す
▽
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
の
3
ヵ
月
前
か
ら
更
新
で
き
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
現
在
の

カ
ー
ド
（
暗
証
番
号
が
必
要
）、

印
鑑
を
持
参
し
、
市
民
課
で
更
新

手
続
き
（
手
数
料
5
0
0
円
）
を

し
て
く
だ
さ
い
▽
有
効
期
限
は
カ

ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
▽
期

限
が
切
れ
た
場
合
や
顔
写
真
な
し

の
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
本

人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
（
例
：

免
許
証
＋
免
許
証
の
暗
証
番
号
、

免
許
証
＋
健
康
保
険
証
）
▼
更

新
・
問
合
せ　

市
民
課
市
民
担
当

（
市
役
所
内
線
3
6
7
）

　　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　　

夏
の
時
期
は
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

交
通
の
流
れ
や
量
が
変
化
し
ま
す
。

ま
た
、
日
中
の
暑
さ
に
よ
る
疲
れ

や
気
の
緩
み
が
生
じ
や
す
い
時
期

で
も
あ
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
期
間　

8
月
1
日（
木
）〜

10
日（
土
）
▼
運
動
重
点　

子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全
▽
自
転

車
の
交
通
安
全
▽
飲
酒
運
転
な
ど

悪
質
、
危
険
な
運
転
の
根
絶
▽
全

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底
▼
問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
市
役
所
内
線
3
9
2
）

　　
敬
老
金
を
支
給
し
ま
す

　　

8
月
31
日
に
お
い
て
、
西
脇
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
を
対
象
に

敬
老
金
を
支
給
し
ま
す
。
左
記
の

対
象
者
に
は
、
9
月
に
自
治
会
を

通
じ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
対
象　

満
77
歳
の
方
（
昭
和
10

年
9
月
17
日
〜
昭
和
11
年
9
月
16

日
生
）
5
千
円
▽
満
88
歳
の
方

（
大
正
13
年
9
月
17
日
〜
大
正
14

年
9
月
16
日
生
） 

3
万
円
▽
満
99

歳
の
方
（
大
正
2
年
9
月
17
日
〜

大
正
3
年
9
月
16
日
生
） 

5
万
円

▼
問
合
せ　

長
寿
福
祉
課
（
市
役

所
内
線
3
6
9
）

  　
旧
軍
人
等
恩
給
説
明
・
相
談
会

　　

県
内
に
居
住
す
る
旧
軍
人
等
を

対
象
に
各
種
恩
給
制
度
の
説
明
と

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
予

約
は
不
要
で
す
。

▼
と
き　

9
月
13
日（
金
）午
後
2

時
〜
4
時
▼
と
こ
ろ　

姫
路
市
市

民
会
館
第
1
会
議
室
▼
対
象　

①

旧
軍
人
で
、
実
際
に
軍
人
と
し
て

の
在
職
期
間
が
3
年
以
上
の
方
、

ま
た
は
そ
の
ご
遺
族
の
方
②
軍
人

期
間
中
に
公
務
ま
た
は
勤
務
関
連

な
ど
に
よ
り
傷
病
を
受
け
、
現
在

も
こ
れ
ら
傷
病
に
よ
る
後
遺
症
の

あ
る
方
③
在
職
年
数
が
は
っ
き
り

し
な
い
が
軍
人
期
間
の
あ
る
方
、

ま
た
は
そ
の
ご
遺
族
の
方
▼
問
合

せ　

兵
庫
県
社
会
援
護
課
恩
給
援

護
係（
☎
0
7
8‐3
6
2‐3
2
0

4
）

お
知
ら
せ
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○西脇市役所････････････☎22-3111
保健・医療・福祉
○西脇病院･･････････････☎22-0111
○西脇多可休日急患センター☎23-5380
○老人保健施設しばざくら荘☎23-5958
○社会福祉協議会
〔萩ヶ瀬会館〕･･････････☎22-5400
○西脇消防署････････････☎22-0119
○黒田庄消防駐在所･･････☎28-5119
○住民サービス公社･･････☎23-2802
○斎場〔やすらぎ苑〕････☎22-3644
○春日浄水場････････････☎22-7213
○みどり園･･････････････☎23-2808
生活・文化・交流・スポーツ
○生涯学習まちづくりセンター
〔マナビータ・プラザ〕･･☎22-3111

○総合市民センター（中央公民館）
〔カルチャーセンター〕･･☎22-5996
○子育て学習センター････☎28-5702
○図書館････････････････☎23-5991
○郷土資料館････････････☎23-5992
○岡之山美術館･･････････☎23-6223
○にしわき経緯度地球科学館
〔テラ・ドーム〕････････☎23-2772
○青少年センター････････☎22-4000
○日本のへそ日時計の丘公園
〔オートキャンプ場〕････☎28-4851
〔フォルクスガーデン〕･･☎28-5120
○青年の家･･････････････☎22-3703
○市民会館･･････････････☎22-5715
○アピカホール･･････････☎23-9000
○天神池スポーツセンター☎22-0072

くらしのダイヤル

　西脇市では、避難情報や気象情報な
どの防災情報と、不審者情報や火災情
報などの緊急情報を携帯電話のメール
で配信しています。
※登録は無料です。安全・安心のため、
　ぜひメール登録を！

メール登録方法

手順1

手順2

「にしわき防災ネット」にアクセス

ホームページで設定

インターネット接続できる携帯電話やパソコン
から、下記Ａ～Ｃのいずれかの方法で「にしわ
き防災ネット」にアクセスしてください。

 ● ＡＢの方
　ホームページ内の「→→→西脇市設定登録は 
　こちら！」から空メールを送ってください。
　仮登録メールが届くので登録をお願いします。
 ● Ｃの方
　防災ネットからメールが届くので、接続して
　地区設定などをお願いします。

A URL http://bosai.net/nishiwaki/を直接入力

B 右のQRコードを接写

hy＠bosai.netに空メールを
送信

〈問合せ〉防災対策課　市役所内線365

C

ＱＲコード

にしわき防災ネット

相　談　窓　口

　西脇北バイパスは、地域高規格道路である東播丹波
連絡道路の一部で、西脇市域から中国縦貫自動車道滝
野社ＩＣへのアクセスの向上、西脇市域における国道
１７５号の交通混雑の緩和、災害時の緊急輸送路とし
ての役割や交通安全の確保等を目的とした道路です。
　平成９年度に事業着手し、現在の用地進捗率は93％
で、これまでに蒲江高架橋の橋脚工事や大門高架橋、
盛土工事等が施工されました。
　今年度は、津万高架橋の橋脚工事に着手し、津万平
野に、津万、嶋、西嶋、寺内にまたがり54基の橋台お
よび橋脚が年度内に整備される予定です。また、引き
続き用地交渉、盛土工事、水路工事も予定されていま
す。

◆工事に関する問合せ　国土交通省近畿地方整備局　
　兵庫国道事務所明石監督官詰所
　（☎078-925-5021）
◆問合せ　建設総務課（市役所内線274）

国道175号西脇北バイパス整備の予定

今月の「広報にしわき」はいかがでしたか
　よりよい紙面づくりのために、紙面アンケートに
ご協力ください。
　紙面アンケートは以下の方法でご利用いただけます。
○市ホームページ　　トップページ＞広報にしわき
○携帯電話またはスマートフォンから
　右のＱＲコードでアクセス

災害ボランティア養成講座
　災害ボランティアとして、災害救援活動に必要な知
識を習得し理解を深めるための講座です。
◆とき　９月３日（火）・17日（火）全２回、午前10時
～正午◆ところ　総合福祉センター萩ヶ瀬会館◆定員
先着30名◆参加費　無料◆申込期間　８月１日（木）
～30日（金）◆申込み・問合せ　西脇市社会福祉協議
会（☎22-5400）

　昭和59年に開館した岡之山美術館が、今夏、生まれ変わり、今後は横
尾忠則さんと親交の深い現代アーティストの作品を展示していくことと
なりました。今は写真家、荒木経惟さんの「花小説」を開催中。オープ
ニングには荒木さん目当てに多くのファンが訪れ、その注目度の高さが
うかがえました。好岡館長によると、今後も有名な方の作品展示が続く
ということで、私も心から楽しみにしています。
　岡之山美術館は小さなまちの小さな美術館ですが、横尾さんや企画展
などを通じて、これからも強烈な個性を放ち続けるのではと思います。
皆さんもぜひ「新たな美術館」に足をお運びください。【Ｈ】


